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研
究
ノ
ー
ト円

山
応
挙
筆
「
難
福
図
巻
」
の
画
中
書
画

|
「
藤
娘
」
に
注
目
し
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
良
弁

画

中

画

藤

娘

大

津

絵

0
、
は
じ
め
に

円
山
応
挙
(
-
七
三
三
ー
九
五
）
が
明
和
五
年
(
-
七
六
八
）

に
描
い
た
「
七
難
七
福
図
巻
」
（
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館
、
以

下
難
福
図
巻
と
略
称
す
る
）
は
、
天
災
及
び
獣
害
を
描
い
た

巻
（
以
下
天
災
巻
）
、
人
災
を
描
い
た
巻
（
以
下
人
災
巻
）
、

慶
事
を
描
い
た
巻
（
以
下
福
寿
巻
）
の
三
巻
か
ら
成
る
。

本
図
巻
に
は
多
く
家
屋
の
描
写
が
な
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
、

障
壁
や
床
の
間
の
掛
け
軸
な
ど
に
描
か
れ
た
所
謂
「
画
中
書

画
」
が
散
見
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
内
、
天
災
巻
の
人
家

に
掛
け
ら
れ
た
「
藤
娘
」
（
図
l
)
と
見
ら
れ
る
一
幅
を
取

り
上
げ
、
応
挙
が
な
ぜ
こ
の
画
中
画
を
描
い
た
の
か
考
察
し

(l
)
 

た
い
。

近
松
門
左
衛
門

（図 1-1】応挙「難福図巻」天災巻うち「鷲の難」、明和5年 {1768)、

相国寺承天閣美術館

上

嶋

悟

史
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【図 1-2】「藤娘」



一
、
「
難
福
図
巻
」
の
概
要
と
画
中
書
画

「
難
福
図
巻
」
に
は
円
満
院
門
主
祐
常
(
-
七
二
＝
―
_
七
一
―
-
）
に
よ
る
下
絵
と
、

応
挙
自
身
に
よ
る
画
稿
が
残
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
円
満
院
は
当
時
天
台

宗
寺
門
派
の
寺
院
で
あ
り
、
祐
常
は
応
挙
を
篤
く
庇
護
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

天
災
巻
巻
頭
に
は
祐
常
自
ら
の
序
文
が
付
さ
れ
て
お
り
、
『
仁
王
経
（
仁
王
般

若
波
羅
密
経
）
』
に
説
か
れ
た
難
福
を
絵
解
き
の
形
に
し
て
戒
め
る
、
そ
の
役
を

全
う
で
き
る
応
挙
の
描
写
力
を
見
込
ん
で
描
か
せ
る
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
旨

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
祐
常
の
下
絵
に
は
巻
頭
に
七
難
の
構
想
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。

地
獄
／
水
難
／
火
災
／
風
難
／
盗
賊
兵
難
死
罪
刑
罪
面
縛

絵
猶
と
り
合
せ
二
て
／
追
い
は
ぎ
押
込
婦
女
を
お
か
さ
ん
と
す
る
図
／
丸

裸
に
は
ぎ
て
は
ち
か
ハ
し
き
所
々
人
を
く
ら
ふ
図
な
ど
／
鬼
難
鬼
今

世
人
し
ら
ず
猛
獣
く
ま
狼
鷲
な
ど
つ
か
み
た
る
所
／
う
は
ば
み
な
ど
人
の

此
図
も
略
下

ミ
た
る
所
（
後
略
）

(
2
)
 

「
難
福
図
巻
」
に
関
し
て
は
馬
渕
美
帆
氏
に
よ
る
詳
細
な
論
考
が
あ
る
。
本
稿
の

論
旨
に
関
わ
る
先
行
研
究
を
、
馬
渕
氏
の
論
に
依
拠
し
て
概
説
す
る
。

ま
ず
『
仁
王
経
』
に
説
か
れ
る
諸
難
の
う
ち
祐
常
の
挙
げ
た
も
の
に
一
致
す

る
の
は
洪
水
、
火
災
、
風
難
、
盗
賊
難
の
み
で
あ
り
、
鬼
難
な
ど
は
禽
獣
に
よ

る
害
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
観
音
経
（
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門

品
第
二
十
五
）
』
や
『
薬
師
経
』
に
見
ら
れ
る
難
な
ど
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
、
変
相
図
や
版
本
と
照
合
し
て
立
証
さ
れ
る
。
図
様
の
点
で
は
「
六

道
絵
」
（
聖
衆
来
迎
寺
）
、
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
（
朝
護
孫
子
寺
）
、
「
山
王
霊
験

記
絵
巻
」
（
頴
川
美
術
館
）
、
狩
野
元
信
系
「
酒
飯
論
絵
巻
」
（
文
化
庁
ほ
か
）
、

土
佐
光
元
系
「
酒
飯
論
絵
巻
」
等
の
古
画
を
、
祐
常
の
指
示
の
下
に
転
用
し
て

い
る
と
い
う
。

福
寿
巻
で
は
古
画
に
表
さ
れ
た
理
想
的
な
貴
族
の
く
ら
し
を
踏
襲
し
つ
つ
も

細
か
な
調
度
を
現
代
風
に
改
変
す
る
。
一
方
人
災
巻
に
於
い
て
は
当
時
行
わ
れ

て
い
た
刑
罰
に
取
材
し
つ
つ
も
そ
の
執
行
方
法
は
古
流
に
改
変
さ
れ
、
ま
た
細

部
の
描
写
を
省
略
し
故
実
と
の
整
合
性
を
敢
え
て
避
け
て
い
る
。
即
ち
、
基
本

的
な
態
度
と
し
て
は
当
世
風
俗
に
立
脚
し
現
実
感
を
標
榜
す
る
一
方
、
想
定
さ

れ
る
鑑
賞
層
に
と
っ
て
目
な
れ
た
古
画
を
引
用
す
る
こ
と
で
普
遍
化
を
計
る
と
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い
う
二
面
的
な
「
そ
れ
ら
し
さ
」
の
表
出
が
ね
ら
わ
れ
て
い
る
と
馬
渕
氏
は
述

べ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
難
福
図
巻
」
に
描
か
れ
る
画
中
の
書
画
を
網
羅
し
て
み
よ
う
（
名

称
は
筆
者
に
よ
る
）
。

0
天
災
巻

第
七
紙
山
家

「
藤
娘
」

百
田
一
庫

0
人
災
巻

第

一

紙

商

家

歌
か
）

一
幅
(
―
つ
の
表
装
に
本
紙
二
枚
、
定
家
詠

「
書
跡
」

「
林
図
」
四
曲
一
双
（
右
隻
は
ほ
ぽ
確
認
出
来
ず
）



「
波
涛
図
」
襖
（
枚
数
不
明
、
方
丈
を
囲
む
）

「
書
跡
」
（
衝
立
か
、
不
詳
）

0
福
寿
巻

第
四
紙
貴
族
の
館

「
林
図
」
襖
（
枚
数
不
明
、
広
間
を
囲
む
）

「
白
牛
図
」
木
戸
一
面

第
五
紙

「
波
涛
図
」
襖
（
枚
数
不
明
、
広
間
を
囲
む
）

「
騎
蒻
図
」
襖
（
枚
数
不
明
、
広
間
を
囲
む
）

「
四
季
耕
作
図
」
六
曲
一
双

が
多
く
見
ら
れ
る
。

人
災
巻
や
福
寿
巻
に
は
富
貴
な
家
が
描
か
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
屏
風
絵
や
襖
絵

一
方
の
天
災
巻
に
は
、
そ
の
内
容
の
苛
烈
さ
か
ら
人
家
は

大
破
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
問
題
の
「
藤
娘
」

一
幅
の
み
が
僅
か
に
確
認
さ

れ
る
。こ
の
「
藤
娘
」
は
応
挙
自
身
に
よ
る
画
稿
の
時
点
で
既
に
明
確
に
描
か
れ
て

い
る
。
他
の
画
中
書
画
が
画
稿
と
本
画
の
間
で
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
中
、
下

絵
の
「
藤
娘
」
は
何
度
も
上
描
き
さ
れ
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
は
、
応

挙
の
強
い
こ
だ
わ
り
が

感
じ
ら
れ
る
（
図
2
)
。

【図2】応挙による下絵

部分、相国寺承

天閣美術館

二
、
良
弁
と
の
関
係

「
藤
娘
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
は
天
災
巻
中
、
子
供
が
鷲
に
さ
ら
わ
れ
て

い
る
場
面
で
あ
る
（
以
下
こ
の
場
面
を
「
鷲
の
難
」
と
呼
称
す
る
）
。
こ
の
場

面
は
こ
の
後
描
か
れ
る
「
狼
」
「
う
わ
ば
み
」
と
共
に
、
祐
常
が
「
鬼
難
」
の

代
替
と
し
て
挙
げ
た
難
で
あ
る
。

人
里
か
ら
離
れ
た
こ
の
山
家
に
は
、
親
子
と
ま
だ
幼
い
子
供
が
三
人
で
貧
し

い
な
が
ら
も
仲
睦
ま
じ
く
暮
ら
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
家
は
決
し
て
立
派
で

な
く
、
藁
葺
き
の
質
素
な
仔
ま
い
で
あ
る
。
子
供
は
自
分
の
何
倍
も
あ
る
よ
う

な
大
き
な
鷲
に
身
体
を
し
つ
か
り
掴
ま
れ
、
驚
嘆
の
色
を
見
せ
つ
つ
も
為
す
術

な
く
身
体
を
預
け
て
い
る
よ
う
だ
。
両
親
は
両
手
を
挙
げ
、
叫
び
声
を
上
げ
て

子
供
を
追
い
か
け
る
が
、
既
に
天
高
く
飛
び
去
る
鷲
と
我
が
子
に
は
届
こ
う
筈

-265-

も
な
い
。
山
家
前
の
橋
は
境
界
を
表
象
し
、
子
と
両
親
と
の
間
に
見
た
目
以
上

の
絶
望
的
な
懸
隔
を
暗
示
す
る
。

僅
か
に
見
え
る
室
内
の
様
子
は
、
什
器
も
少
な
い
質
素
な
一
間
造
り
で
あ
り
、

糸
車
と
糸
玉
の
み
が
見
え
る
。
両
親
が
室
内
で
手
仕
事
を
し
て
い
る
最
中
、
子

供
を
戸
外
に
敷
い
た
む
し
ろ
の
上
で
遊
ば
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
鷲
に
撲
わ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
の
上
に
は
木
の
枝
や
夕
顔
の
実
と
と
も
に
小

さ
な
人
形
が
転
が
り
、
子
供
を
退
屈
さ
せ
ま
い
と
趣
向
を
凝
ら
す
両
親
の
健
気

さ
が
演
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
山
家
の
中
に
あ
っ
て
、
「
藤
娘
」
が
掛

け
ら
れ
て
い
る
場
所
は
床
の
間
と
も
呼
べ
な
い
よ
う
な
壁
の
一
隅
で
あ
る
。

「
鷲
の
難
」
に
藤
娘
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
早
く
小
野
忠
重

(4) 

氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
小
野
氏
は
こ
れ
を
応
挙
が
元
禄
美
人
に
興
味



を
示
し
て
い
た
証
左
と
し
、
か
つ
街
道
で
売
り
さ
ば
か
れ
た
大
津
絵
が
如
何
に

広
く
絵
師
た
ち
の
関
心
を
集
め
た
か
を
示
す
と
い
う
。
小
野
氏
の
指
摘
を
踏
襲

し
つ
つ
、
応
挙
が
な
ぜ
「
藤
娘
」
を
選
択
的
に
描
い
た
の
か
、
更
に
考
察
を
深

め
よ
う
。

第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
鷲
の
難
」
に
は
天
災
巻
中
の
他
の
場
面
と

異
な
り
、
明
確
に
季
節
の
設
定
が
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
家
屋
の
背
後
に
は

鮮
や
か
な
紅
葉
の
木
が
生
え
、
隣
家
の
屋
根
に
は
夕
顔
が
茂
り
黄
色
く
丸
ま
る

と
し
た
果
実
を
実
ら
せ
る
。
家
の
前
に
は
す
す
き
や
赤
い
花
を
つ
け
た
植
物
が

な
び
き
、
こ
れ
が
秋
景
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
む
し
ろ
の
上
の
夕
顔
の
実
、

赤
い
花
を
ち
ぎ
っ
た
も
の
、
茄
子
、
松
枝
な
ど
は
い
ず
れ
も
秋
を
表
す
も
の
と

し
て
不
自
然
で
な
い
し
、
そ
う
し
た
植
物
を
お
も
ち
ゃ
代
わ
り
に
し
て
い
る
事

実
は
秋
と
い
う
う
ら
寂
し
い
季
節
そ
の
も
の
と
相
侯
っ
て
、
こ
の
家
の
貧
し
さ

を
引
き
立
て
る
。

さ
て
、
子
供
が
猛
禽
に
連
れ
去
ら
れ
る
、
と
い
っ
て
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
の

(
5
)
 

は
、
良
弁
（
六
八
九
ー
七
七
四
）
の
逸
話
で
あ
ろ
う
。
良
弁
は
奈
良
時
代
の
華

厳
僧
で
、
東
大
寺
を
開
い
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。
そ
の
業
績
は
例
え
ば
「
石

山
寺
縁
起
」
や
虎
関
師
錬
(
―
二
七
八
ー
一
三
四
六
）
が
著
し
た
「
元
享
釈
書
』

に
詳
し
く
示
さ
れ
る
。
「
執
金
剛
神
縁
起
」
（
東
大
寺
）
に
は
、
各
記
録
が
伝
え

る
良
弁
が
赤
子
の
頃
鷲
に
連
れ
去
ら
れ
た
と
い
う
挿
話
が
図
解
さ
れ
て
い
る
。

「
執
金
剛
神
縁
起
」
は
良
弁
が
東
大
寺
を
建
立
し
た
縁
起
の
他
に
、
良
弁
の
霊

験
諏
や
孝
行
諏
が
収
録
さ
れ
る
三
巻
絵
巻
で
、
東
大
寺
蔵
す
る
原
本
は
室
町
時

(
6
)
 

代
に
成
立
し
た
。
鷲
に
さ
ら
わ
れ
た
後
の
経
緯
は
諸
文
献
で
異
な
る
が
、
『
元
享

釈
書
」
で
は
鷲
が
落
と
し
た
良
弁
を
春
日
神
祠
へ
参
詣
途
次
の
義
淵
（
六
四
三

—
七
二
八
）
が
拾
い
育
て
た
と
さ
れ
る
。

「
執
金
剛
神
縁
起
」
に
は
土
佐
光
起
(
-
六
一
七
ー
九
一
）
に
よ
る
模
本
（
国

立
国
会
図
書
館
）
や
同
じ
江
戸
時
代
の
模
本
（
奈
良
教
育
大
学
付
属
図
書
館
）

が
存
在
す
る
。
こ
こ
に
当
該
部
の
詞
書
を
引
用
す
る
（
図
3
)
。

良
弁
僧
正
は
相
模
国
漆
部
氏
の
人
也
嬰

児
の
時
田
舎
の
習
な
れ
は
お
さ
な
き
も
の

と
も
い
た
き
て
庭
前
に
を
き
て
遊
ふ
ほ
と
に

鷲
俄
に
来
て
取
て
空
へ
の
ほ
る
家
の
内
の

も
の
と
も
さ
わ
き
か
な
し
み
て
若
や
お
と
す

と
て
鷲
の
行
く
方
へ
は
し
り
追
と
も
終

-266-

に
か
な
は
す
し
て
西
の
方
を
指
て
雲
霞

に
き
え
て
う
せ
ぬ
母
泣
き
悲
と
も
か
ひ

な
し
母
な
＜
／
＼
語
て
云
く
こ
の
子
を

は
ら
み
し
時
一
人
の
沙
門
来
て
向
て
居

と
夢
に
見
て
侍
し
か
は
頭
も
か
た
＜
寿

も
長
か
る
へ
し
と
お
も
ひ
き
鷲
の
形
も

金
色
な
り
け
れ
は
さ
り
と
も
無
代
に
や
ふ

り
く
ら
ふ
こ
と
は
よ
も
あ
ら
し
い
つ
く
の
う

ら
に
も
命
た
に
い
き
て
あ
ら
は
今
生
の
内

に
い
か
に
も
し
て
尋
あ
は
む
と
云
て
家
を
す

て
A

な
＜
／
＼
た
つ
ね
あ
り
＜
吾
国
の
内

の
三
宝
仏
神
ね
か
は
く
は
我
子
の
い
き
か
た
を



【図3】光起「執金剛神縁起」部分、国立国会図書館

示
て
い
き
か
ほ
を
今
一
度
見
せ
さ
せ
給
へ
と
て

な
＜
／
＼
い
つ
く
を
さ
た
め
と
も
な
く
三
十
余

年
う
か
れ
あ
り
く
も
哀
な
り
し
母
の

志
也

「
執
金
剛
神
縁
起
」
の
絵
部
を
見
る
と
、
子
供
を
追
う
家
人
が
両
親
の
み
で
な

い
点
や
家
が
二
階
建
て
で
あ
る
点
、
家
が
水
田
の
中
に
あ
る
点
、
良
弁
が
乳
飲

み
子
の
よ
う
に
幼
い
点
、
前
景
の
白
い
花
を
つ
け
た
樹
木
や
若
い
稲
が
春
景
を

表
す
点
で
「
鷲
の
難
」
と
は
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
「
鷲
の
難
」
よ
り
も

「
執
金
剛
神
縁
起
」
の
家
の
方
が
豊
か
な
一
家
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
。

し
か
し
人
物
や
鷲
、
家
の
配
置
な
ど
全
体
的
な
構
図
に
つ
い
て
は
大
差
な
い
と
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言
っ
て
よ
い
。

詞
書
で
は
「
庭
前
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
こ
ろ
を
さ
ら
わ
れ
た
」
「
家
内
の
も

の
は
騒
ぎ
つ
つ
鷲
を
追
い
か
け
る
が
つ
い
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
」
と
記
さ
れ
、

「
難
福
図
巻
」
の
内
容
と
合
致
す
る
。
良
弁
の
母
は
鷲
に
我
が
子
が
さ
ら
わ
れ

た
こ
と
を
初
め
は
悲
嘆
こ
そ
す
れ
、
良
弁
を
卒
ん
だ
と
き
、
或
る
沙
門
が
来
て

良
弁
の
頭
が
固
く
寿
命
が
長
い
こ
と
を
保
証
し
た
と
い
う
こ
と
を
回
想
す
る
。

母
は
こ
の
体
験
に
基
づ
く
不
思
議
な
確
信
に
導
か
れ
て
、
良
弁
を
求
め
る
長
い

旅
に
出
る
。
霊
験
を
備
え
た
高
僧
に
は
相
応
し
い
逸
話
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
難
福
図
巻
」
の
「
鷲
」
部
分
が
「
執
金
剛
神
縁
起
」
に
見

え
る
良
弁
嬰
児
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。な
お
、
こ
の
場
面
に
描
か
れ
る
鷲
の
図
様
と
ほ
と
ん
ど
同
一
の
も
の
が
円
満



院
時
代
の
応
挙
と
祐
常
の
学
画
を
示
す
「
百
絵
之
図
臨
写
譜
」
（
筆
者
仮
題
、

三
井
家
旧
蔵
、
現
個
人
蔵
、
図
4
)
に
見
え
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

三
、
大
津
絵
の

「
藤
娘
」

【図4】「百絵之図臨写譜」部分

「
藤
娘
」
を
は
じ
め
と
し
た
大
津
絵
の
美
人
画
に
は
「
花
売
娘
」
や
「
塗
笠

美
人
」
な
ど
い
く
つ
か
の
作
例
が
知
ら
れ
る
（
仮
に
「
お
や
ま
絵
」
と
総
称
す

る
）
。
前
述
の
よ
う
に
天
災
巻
に
見
え
る
唯
一
の
画
中
画
で
あ
る
こ
の
絵
は
、

傾
げ
た
花
が
紫
色
に
彩
色
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
藤
娘
」
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
だ
け
祐
常
の
作
為
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
応
挙
が
緻
密
に
描
い
た
「
難
福

図
巻
」
に
於
い
て
明
確
に
描
か
れ
た
「
藤
娘
」
に
は
、
何
ら
か
の
役
割
が
あ
っ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

大
津
絵
と
は
山
科
か
ら
東
海
道
大
津
宿
に
か
か
る
約
三
里
の
道
程
で
描
か
れ

(8
)
 

売
ら
れ
た
絵
を
指
し
、
土
産
物
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。
早
く
大
津

絵
研
究
で
業
績
を
残
し
た
柳
宗
悦
(
-
八
八
九
ー
一
九
六
一
）
は
、
そ
の
歴
史

(9
)
 

を
四
期
に
分
つ
。

前
期
お
よ
そ
寛
永
頃
か
ら
寛
文
頃
ま
で
(
-
六
二

0
年
代
ー
七
0
年
代
）

初
期
寛
文
頃
よ
り
元
禄
を
経
て
、
宝
永
、
正
徳
の
頃
ま
で
(
-
六
八
〇

年
代
ー
一
七
0
0年
代
）

中
期
享
保
頃
か
ら
寛
政
前
後
ま
で
(
-
七
一

0
年
代
—
九
0
年
代
）

後
期

文
化
文
政
以
降
、
幕
末
を
経
て
明
治
の
初
め
頃
ま
で
(
-
八

0
0

年
代
ー
七
0
年
代
）
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大
津
絵
は
阿
弥
陀
三
尊
や
地
蔵
菩
薩
、
不
動
明
王
な
ど
の
仏
画
か
ら
始
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
次
第
に
世
俗
画
も
出
現
し
た
。
天
和
二
年
(
-
六
八
二
）
刊
の

井
原
西
鶴
(
-
六
四
ニ
ー
九
三
）

「好
色
―
代
男
』
に
仏
画
一
種
と
と
も
に
美

人
役
者
絵
な
ど
四
種
の
画
題
が
記
さ
れ
る
他
、
元
禄
八
年
(
-
六
九
五
）
刊
、

各
務
支
考
(
-
六
六
五
ー
一
七
三
一
）
編
「
笈
日
記
』
に
森
川
許
六
(
-
六
五
六

|

―
七
一
五
）
が
「
藤
か
ざ
す
人
や
大
津
の
絵
の
す
が
た
」
と
詠
む
よ
う
に
、

十
七
世
紀
に
は
既
に
「
藤
娘
」
の
図
様
は
大
津
絵
の
代
表
格
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
宝
永
六
年
(
-
七
0
九
）
の
珍
舎
（
生
没
年
不

詳
）
「
追
分
絵
」
は
大
津
絵
（
追
分
絵
）
を
題
と
し
た
俳
句
画
集
で
あ
る
が
、

(10) 

そ
の
第
一
に
「
藤
娘
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
5
)
。

浄
瑠
璃
の
中
に
初
め
て
「
藤
娘
」
が
登
場
す
る
の
は
、
近
松
門
左
衛
門



%ぷ如"""'"'心這函h

【図5】珍舎 「追分絵jうち「藤娘」

（
一
六
五
三
ー
一
七
二
五
）
が
宝
永
五
年
(
-
七

0
八
）
に
書
い
た
人
形
浄
瑠

璃
『
け
い
せ
い
反
魂
香
」
に
於
い
て
で
あ
る
。

一
方
歌
舞
伎
舞
踊
に
於
い
て
は
、
宝
暦
十
一
年
(
-
七
六
一
）
に
は
、
京
坂

に
上
っ
た
市
村
亀
蔵
（
の
ち
の
九
代
目
羽
左
衛
門
、
一
七
二
四
ー
八
五
）
が
踊
っ

た
「
花
橘
吾
妻
み
や
げ
』
の
中
で
「
藤
の
花
を
か
た
げ
し
お
や
ま
」
が
登
場
す

る
。
そ
し
て
『
け
い
せ
い
反
魂
香
』
に
続
く
所
作
事
と
し
て
、
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）
九
月
、
江
戸
中
村
座
で
二
代
目
関
三
十
郎
(
-
七
八
六
ー

一
八
三
九
）
が
『
新
へ
す
班
へ
す
余
波
大
津
絵
」
の
中
で
「
藤
娘
」
を
初
め
て

演
じ
る
の
で
あ
る
。

『
け
い
せ
い
反
魂
香
』
は
狩
野
元
信
(
-
四
七
六
ー
一
五
五
九
）

の
百
五
十

年
忌
に
合
わ
せ
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
曲
で
あ
り
、
う
ち
「
吃
又
の

場
（
山
科
土
佐
将
監
閑
居
の
場
）
」
が
次
第
に
独
立
し
現
在
に
至
る
。
当
の
元
(12
)
 

信
の
ほ
か
土
佐
将
監

(
I
I光信
‘
?
_
―
六
0
八
）
や
悪
役
•
長
谷
部
雲
谷
な

ど
が
登
場
し
、
ま
た
岩
佐
又
兵
衛
(
-
五
七
八
—
―
六
五

0
)
か
ら
名
を
借
り

た
「
吃
又
の
場
」
の
主
人
公
・
又
平
の
正
体
は
土
佐
光
起
で
あ
る
な
ど
、
我
が

国
の
画
人
史
に
縁
深
い
物
語
で
あ
る
。

「
吃
又
の
場
」
に
於
い
て
大
津
絵
を
売
り
生
計
を
立
て
る
又
平
夫
婦
の
暮
ら

(13
)
 

し
ぶ
り
は
、
大
津
絵
と
い
う
も
の
の
流
通
状
況
や
認
識
を
雄
弁
に
物
語
る
。

大
津
の
は
づ
れ
に
店
借
し
て
妻
は
絵
具
を
つ
と
は
絵
か
く

筆
の
軸
さ
へ
細
冗
手

上
り
下
り
の
旅
人
の

童
す
か
し
の
土
産
物

二
銭
五
銭
の
商
ひ
に
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ま
た
吃
音
の
又
平
は
師
で
あ
る
将
監
か
ら
も
侮
ら
れ
、
そ
の
生
業
た
る
大
津
絵

を
も
貶
め
ら
れ
る
。

お
の
れ
に
何
の
功
が
有
る
琴
棋
書
画
は
晴
れ
の
藝

貴
人
高
位
の
御
座
近
く

参
る
は
絵
書

物
も
得
い
は
ぬ
吃
め
が
推
参
千
万

似
合
ふ
た
様
に
大
津
絵
書
い
て
世
を
渡
れ

自
害
を
決
意
し
た
又
平
の
最
期
の
瞬
間
、
手
水
鉢
に
描
い
た
自
画
像
が
鉢
を
す

り
抜
け
た
こ
と
で
、
師
の
将
監
か
ら
画
技
を
認
め
ら
れ
、
土
佐
光
起
の
名
を
許

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
信
を
得
た
又
平
は
銀
杏
の
前
な
る
人
物
の
救
出
に
向
か



う
。
銀
杏
の
前
を
匿
っ
た
又
平
の
家
に
押
し
入
っ
た
追
っ
手
に
対
し
、
又
平
が

描
い
た
大
津
絵
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
大
津
絵
の
精
」
と
な
っ
て
悪
を
懲
ら
し

め
る
。
「
藤
の
花
か
た
げ
た
女
形
（
お
や
ま
）
絵
」
は
手
に
し
た
藤
の
枝
を
武

器
に
戦
う
。

や
さ
し
や
優
者
の

女
わ
ざ
に
は
き
ど
く
頭
巾

藤
の
し
な
え
を
押
取
り
の
ベ

ひ
ん
ま
と
ふ
て
は
た
と
打
ち

し
と
、
打
つ
を
ひ
ら
り
と

は
づ
し
受
け
つ

同
じ
く
大
津
絵
の
主
要
画
題
で
あ
る
「
鬼
の
念
仏
」
が
手
に
し
た
鐘
木
で
鐘
を

叩
け
ば
、
そ
の
音
に
耐
え
か
ね
敵
方
の
「
鵜
荒
鷹
鷲
角
鷺
（
は
や
ぶ
さ
、
あ
ら

た
か
、
わ
し
、
く
ま
た
か
）
」
が
四
散
す
る
。
鷲
の
墜
々
が
「
逢
坂
の
夕
告
鳥
」

と
な
っ
て
敵
の
敗
走
を
象
徴
す
る
の
で
あ
る
。

近
松
は
こ
の
又
平
の
不
思
議
な
力
を
「
絵
に
写
り
た
る
筆
の
精
、
天
骨
の
妙
」

で
あ
る
と
い
う
。

古
井
戸
秀
夫
氏
は
女
形
に
関
し
て
、
元
禄
期
(
-
六
八
八
ー
一
七

0
四
）
に

「
傾
城
」
が
完
成
し
、
宝
暦
期
(
-
七
五
一
ー
六
四
）
の
「
娘
」
の
時
代
を
経

て
奥
女
中
・
悪
婆
の
時
代
に
移
行
す
る
と
い
う
。
こ
の
過
渡
期
に
あ
っ
て
「
け

い
せ
い
反
魂
香
』
に
登
場
し
た
「
藤
娘
」
は
「
娘
」
で
な
く
「
お
や
ま
」

(II

傾
城
）
な
が
ら
、
こ
れ
は
大
津
絵
に
於
け
る
風
俗
画
題
の
隆
盛
が
中
期
に
興
る

こ
と
と
期
を
一
に
す
る
。
「
藤
娘
」
は
、
そ
う
し
た
大
津
絵
風
俗
画
の
最
代
表

格
と
し
て
独
立
し
た
主
題
に
ま
で
成
長
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
「
難

福
図
巻
」
は
製
作
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

応
挙
の
筆
に
よ
る
大
津
絵
風
の
遺
品
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
「
美
人
図
」
（
個

人
蔵
、
図
6
)
は
、
応
挙
の
没
後
息
子
の
応
瑞
(
-
七
六
六
ー
一
八
二
九
）
に

（
一
七
六
―
|
―
八
二
八
）
が
購
め
た
一
品
で
、
そ
の
後

依
頼
し
て
酒
井
抱
一

鈴
木
其
一

(14) 
る
。
そ
の
一
見
拙
い
筆
致
は
明
ら
か
に
大
津
絵
を
模
し
た
も
の
で
、
ポ
ー
ズ
も

（
一
七
九
六
ー
一
八
五
八
）
が
蔵
し
た
と
い
う
特
異
な
履
歴
を
有
す

例
え
ば
「
旅
姿
塗
笠
美
人
」
（
日
本
民
藝
館
、
図
7
)
を
反
転
さ
せ
た
も
の
に

等
し
い
。
よ
り
合
理
的
に
改
変
さ
れ
た
身
の
こ
な
し
や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
応

挙
の
手
に
よ
る
こ
と
を
む
し
ろ
補
強
し
、
応
挙
が
そ
の
画
業
に
於
い
て
大
津
絵

を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

な
お
、
『
け
い
せ
い
反
魂
香
』
を
書
い
た
近
松
は
、
齢
二
十
歳
前
後
の
こ
ろ
、

(15) 

園
城
寺
の
別
所
「
近
松
寺
」
に
逗
留
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近

松
が
大
津
絵
の
構
想
を
強
く
し
た
で
あ
ろ
う
こ
の
寺
院
は
、
地
理
的
、
宗
派
的
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【図6】応挙「美人図」、個人蔵



【図7】「旅姿塗笠美人」、日本民藝館

な
条
件
に
於
い
て
円
満
院
と
親
近
性
を
示
す
。

四
、
近
江
と
大
和

「
執
金
剛
神
縁
起
」
に
於
い
て
良
弁
は
も
と
相
模
国
の
人
で
あ
り
、
鷲
に
連

れ
去
ら
れ
春
日
に
た
ど
り
つ
く
。
良
弁
は
東
大
寺
の
開
祖
で
あ
る
と
同
時
に
、

近
江
に
於
い
て
石
山
寺
の
開
山
と
な
っ
た
。
「
石
山
寺
縁
起
」
に
於
い
て
東
大

寺
の
建
立
と
大
仏
の
鋳
造
を
発
願
し
た
聖
武
帝
。
そ
の
勅
を
受
け
た
良
弁
は
、

吉
野
の
金
峯
山
に
参
詣
し
、
夢
の
中
で
蔵
王
権
現
を
感
得
す
る
。
蔵
王
権
現
に

導
か
れ
石
山
に
向
か
っ
た
良
弁
は
、
琵
琶
湖
に
釣
り
糸
を
垂
ら
す
比
良
明
神
の

顕
現
を
目
に
し
（
図
8
)
、
そ
の
託
宜
を
聖
武
帝
に
告
げ
る
。
即
ち
、
石
山
寺

は
本
来
、
東
大
寺
の
建
立
に
際
し
て
秘
法
を
行
う
た
め
置
か
れ
た
草
庵
が
発
祥

と
な
る
。

「
執
金
剛
神
縁
起
」
で
良
弁
は
相
模
の
人
と
さ
れ
る
が
、
『
元
享
釈
書
」
で
は

「
近
江
國
志
賀
里
人
」
、
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
や
『
諸
寺
建
立
次
第
」
で
は
「
近

(16
)
 

江
國
粟
津
人
」
と
あ
る
よ
う
に
、
近
江
の
出
身
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の

真
偽
の
如
何
は
別
と
し
て
、
こ
の
伝
承
の
存
在
は
興
味
深
い
。

良
弁
は
吉
野
と
春
日
両
地
に
強
い
縁
を
持
ち
、
こ
れ
ら
と
近
江
を
接
続
す
る

存
在
で
あ
る
。

【図8】「石山寺縁起」部分 (.ft良明神と良弁）、石山寺
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今
一
度
『
好
色
―
代
男
」
を
ひ
も
と
け
ば
、
傾
城
町
の
屏
風
に
貼
ら
れ
た
押

(17) 

絵
の
大
津
絵
、
そ
の
中
に
は
「
花
か
た
げ
し
吉
野
参
の
人
形
」
と
あ
る
。

藤
花
と
い
え
ば
、
春

H
大
社
は
藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
る
と
い
う
点
で
藤
と
深

い
縁
の
あ
る
土
地
で
あ
る
。
垂
迩
曼
荼
羅
の
ひ
と
つ
「
春
日
曼
荼
羅
」
に
描
か

れ
る
鹿
の
背
に
繁
る
榊
や
鳥
居
な
ど
に
は
藤
が
絡
ま
っ
た
も
の
が
多
い
。
応
挙

の
画
風
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
渡
辺
始
興
(
-
六
八
三
ー
一
七
五
五
）
が
模

写
を
制
作
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
「
春
日
権
現
験
記
」
絵
巻
（
原
本
は
現
在
宮

(18) 

内
庁
）
に
於
い
て
も
、
春
日
社
の
描
写
に
は
藤
が
つ
き
も
の
で
あ
る
（
図
9
)
。

を
行
い
、
平
安
時
代
に
は
こ

国
文
学
者
の
斎
藤
煕
子
氏
は
こ
の
二
つ
の
歌
枕
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
考
察

れ
ら
は
相
互
を
想
起
さ
せ
る

よ
う
な
作
用
を
有
し
て
い
た

(19) 

と
論
じ
た
。

一
般
に
深
雪
の

山
と
し
て
遠
望
さ
れ
る
吉
野

も
、
そ
の
「
春
待
ち
」
性
に

於
い
て
春

B
と
と
も
に
春
の

イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
と
い

う
よ
う
に
、
吉
野
と
春
日
は

一
方
で
明
暗
相
対
す
る
一
面

を
持
ち
な
が
ら
、

一
方
で
霞

と
雪
を
接
点
と
し
て
相
通
ず

る
一
面
を
持
つ
と
い
う
の
で

(20) 

あ
る
。

【図9]「春日権現験記」部分、宮内庁三の丸尚蔵館

こ
れ
は
平
安
時
代
の
和
歌
世
界
の
事
例
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
人
災

巻
に
は
画
中
書
と
し
て
藤
原
定
家
（
一
―
六
二
I
―
二
四
一
）
の
詩
歌
が
見
え
、

(21) 

応
挙
の
平
安
古
歌
へ
の
関
心
と
理
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
吉
野
と
春
日
の
近
縁
性
を
積
極
的
に
認
め
、
大
き
く
「
大
和
国
」

と
し
て
捉
え
た
い
。
す
る
と
、
西
鶴
が
「
吉
野
参
詣
」
の
図
様
で
あ
る
と
明
記

す
る
「
藤
娘
」
と
鷲
に
連
れ
ら
れ
春
日
に
や
っ
て
来
た
良
弁
が
「
大
和
行
き
」

の
共
通
項
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

「
難
福
図
巻
」
に
貰
徹
し
た
地
理
的
束
縛
が
あ
る
か
ど
う
か
は
熟
考
の
余
地

が
あ
ろ
う
が
、
「
鷲
の
難
」
の
場
面
は
大
津
絵
の
存
在
か
ら
し
て
近
江
で
あ
る

こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。
明
ら
か
に
良
弁
の
逸
話
を
下
敷
き
に
し
た
「
鷲
の
難
」

に
「
藤
娘
」
を
描
き
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
応
挙
は
観
者
に
こ
の
子
供
を
良

弁
と
し
て
読
む
こ
と
を
許
容
す
る
。
そ
う
い
っ
た
機
能
を
担
っ
た
「
藤
娘
」
で
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あ
る
と
い
う
読
解
は
、
そ
も
そ
も
祐
常
が
観
者
に
求
め
て
い
る
教
養
レ
ベ
ル
を

(22) 

考
え
て
も
さ
し
て
不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

大
津
絵
の
簡
易
な
描
写
や
表
装
は
た
し
か
に
相
当
な
生
産
量
と
流
通
量
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
『
け
い
せ
い
反
魂
香
』
に
あ
る
よ
う
に
高
価
な
も
の

で
も
な
か
っ
た
。
決
し
て
富
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
こ
の
家
庭
に
掛
け
ら
れ

て
い
る
本
来
贅
沢
品
で
あ
る
絵
画
は
、
こ
れ
が
安
価
な
大
津
絵
で
あ
る
こ
と
で

矛
盾
を
生
ま
な
い
。

良
弁
は
鷲
に
連
れ
去
ら
れ
た
先
で
退
し
く
生
き
て
大
僧
侶
と
な
り
、
母
と
の

再
会
も
果
た
す
。
冬
景
を
表
す
「
人
災
巻
」
を
経
て
、
春
景
を
描
く
「
福
寿
巻
」

へ
と
続
く
「
難
福
図
巻
」
の
構
成
は
、
吉
野
の
「
春
待
ち
」
性
と
符
合
し
、
秋

景
で
あ
る
こ
の
場
面
に
一
棲
の
希
望
を
暗
示
さ
せ
る
。



五
、
お
わ
り
に

詳
し
く
触
れ
損
ね
た
い
く
つ
か
の
課
題
を
拾
遺
し
て
筆
を
措
き
た
い
。

ま
ず
、
西
本
願
寺
絵
所
の
徳
力
富
吉
郎
氏
は
妙
心
寺
・
祖
芳
禅
師

(II
漢
興
、

一
七
ニ
ニ
ー
一
八

0
六
）
の
賛
を
も
っ
「
藤
娘
」
（
東
京
某
家
）
に
関
し
て
、

(23) 

女
児
の
安
産
を
祈
っ
て
妊
婦
の
枕
頭
に
掛
け
た
と
い
う
。
こ
の
用
法
が
当
世
に

於
い
て
広
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
こ
の
場
面
に
「
藤
娘
」
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
妥
当
性
が
補
強
さ
れ
る
。

ま
た
、
大
津
か
ら
吉
野
と
い
う
方
向
性
は
、
大
海
人
皇
子
(
?
ー
六
八
六
）

に
も
当
て
は
ま
る
。
壬
申
の
乱
を
題
材
に
し
た
謡
曲
「
国
栖
」
に
よ
れ
ば
、
大

海
人
皇
子
は
大
友
皇
子
（
六
四
八
—
六
七
二
）
に
追
わ
れ
大
津
宮
か
ら
追
わ
れ

吉
野
に
落
ち
の
び
る
。
吉
祥
を
占
う
べ
く
、
食
べ
残
し
の
「
国
栖
魚
」
即
ち
鮎

を
吉
野
川
に
放
流
し
た
と
こ
ろ
不
思
議
と
生
き
返
り
、
皇
子
の
吉
兆
を
暗
示
し

た
と
い
う
。
皇
子
は
乱
に
勝
利
し
、
天
武
天
皇
と
し
て
帝
位
に
就
く
。
大
津
か

ら
の
不
本
意
な
大
和
行
き
が
大
成
に
つ
な
が
る
の
は
、
良
弁
の
挿
話
と
符
合
す

る。
応
挙
に
は
「
藤
花
図
」
六
曲
一
双
（
根
津
美
術
館
）
を
は
じ
め
藤
を
描
い
た

作
品
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
れ
ら
と
「
藤
娘
」
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
を
認

め
得
る
だ
ろ
う
か
。
応
挙
が
し
ば
し
ば
用
い
る
狗
子
と
藤
の
取
り
合
わ
せ
は
、

関
三
の
初
演
に
於
い
て
奈
落
か
ら
せ
り
上
が
っ
た
「
藤
娘
」
が
「
下
座
よ
り
誂

の
犬
一
疋
走
り
出
て
飛
付
」
か
れ
「
と
た
ん
に
衣
装
霊
残
ら
ず
引
ぬ
き
、
誂
の

座
頭
の
栴
へ
」
に
早
が
わ
り
す
る
と
い
っ
た
演
出
と
は
無
関
係
で
は
な
い
の
か

も
知
れ
な
い
。

本
稿
に
於
い
て
は
場
面
を
限
っ
て
論
を
展
開
し
た
が
、
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、

「
難
福
図
巻
」
に
は
特
徴
的
な
画
中
書
画
が
多
く
描
か
れ
る
。
本
稿
に
於
い
て

は
「
難
福
図
巻
」
は
少
な
く
と
も
―
つ
の
場
面
に
於
い
て
、
近
江
と
い
う
場
所

性
を
卒
む
こ
と
を
指
摘
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
「
難
福
図
巻
」
全
体
が
近
江
の

景
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
今
後
も
包
括

的
な
研
究
を
進
め
た
い
。

註(
l
)
画
中
画
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

•
奥
平
俊
六
「
彦
根
屏
風
に
つ
い
て
〈
鏡
像
関
係
〉
と
〈
画
中
画
〉
の
問
題
を
中
心

に
」
（
『
美
術
史
」
一

0
九
、
一
九
八

0
)

•
奥
平
俊
六
「
絵
の
中
の
絵
『
文
使
い
屏
風
」
」
（
『
絵
画
の
発
見
〈
か
た
ち
〉
を

読
み
解
く
19
章
』
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
）

•
ア
ン
ド
レ
・
シ
ャ
ス
テ
ル
著
、
木
俣
元
一
・
三
浦
篤
監
修
、
画
中
画
研
究
会
訳
「
絵

の
中
の
絵
」
（
『
西
洋
美
術
研
究
」
三
、
三
元
社
、
二

0
0
0
)
 

•
ウ
ー
・
ホ
ン
著
、
中
野
美
代
子
・
中
島
健
訳
『
屏
風
の
な
か
の
壷
中
天
』
（
青
土
社
、

二
0
0
四）

•
王
元
林
「
絵
画
空
間
に
展
開
す
る
二
重
的
空
間
の
構
築
に
つ
い
て
ー
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
画
中
屏
風
絵
を
通
し
て
」
（
『
美
術
史
論
集
」
八
、
二

0
0
八）

(
2
)
馬
渕
美
帆
『
絵
を
用
い
、
絵
を
創
る

I
H本
絵
画
に
お
け
る
先
行
図
様
の
利
用
』
（
ブ

リ
ュ
ッ
ケ
、
二

0
1
―
年
）
。

(
3
)
並
木
誠
士
「
酒
飯
論
絵
巻
と
狩
野
元
信
」
（
『
美
術
史
」
一
三
七
、
一
九
九
五
）
。

(4)
小
野
忠
重
「
大
津
絵
考
」
（
『
古
美
術
」
三
十
三
、
三
彩
社
、
一
九
七
一
）
。

(
5
)
南
方
熊
楠
(
-
八
六
七
ー
一
九
四
一
）
は
こ
の
類
の
「
鷲
の
育
て
子
伝
説
」
が
世
界

中
に
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
「
鷲
石
考
」
）
が
、
我
が
国
に
於
い
て
最
も
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流
布
し
た
説
話
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

(
6
)真
鍋
昌
弘
「
『
執
金
剛
神
縁
起
絵
巻
」
—
嬰
児
、
鷲
に
さ
ら
わ
れ
る
ー
」
（
奈
良
教
育

大
学
付
属
図
書
館
報
『
春
日
文
遊
」
二

0
五
、
二

0
0
1
)
。

(
7
)
図
版
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
光
起
本
を
転
載
。
平
成

二
十
八
年
十
二
月
十
九
日
閲
覧
。

・http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2590776?toc0pened 
"1 

ま
た
、
奈
良
教
育
大
学
付
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
翻
刻
を
参
照
し
た
。

平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日
閲
覧
。

・
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
r
a
 ,
 
edu.ac.jp/LIB/collection/shitsu ,
 
k
o
n
g
o
s
h
i
n
/
b
a
s
e
A
/
 

p
a
g
e
m
/
g
e
k
a
n
.
h
t
m
l
#
s
t
a
r
t
 

(
8
)
水
尾
比
呂
志
「
大
津
絵
略
説
」
（
『
國
華
」
―
二
六
七
、
二

0
0
1
)
。
以
下
基
本
条
項

は
水
尾
氏
論
文
を
参
照
し
た
。

(
9
)
柳
宗
悦
「
民
画
」
（
柳
宗
悦
全
集
一
三
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
）
。

(10)
珍
舎
の
句
に
は
「
日
の
愛
宕
嵯
峨
は
降
け
り
藤
か
つ
き
」
と
あ
る
。
柳
宗
悦
は
「
愛

宕
詣
」
と
い
う
独
立
し
た
「
お
や
ま
絵
」
の
存
在
を
認
め
て
お
り
、
安
永
九
年

（
一
七
八

0
)
刊
の
白
縁
斎
梅
好
の
狂
歌
本
「
大
津
み
や
げ
」
十
二
丁
裏
に
描
か
れ

る
美
人
図
を
「
確
か
で
な
い
」
と
し
た
上
で
「
愛
宕
詣
」
で
あ
る
い
う
。
珍
舎
の
句

が
独
立
し
た
「
お
や
ま
絵
」
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
愛
宕
と
藤
を
関
連
付
け
る

積
極
的
な
理
由
が
な
く
、
存
在
し
た
と
し
て
も
あ
く
ま
で
「
藤
娘
」
の
傍
流
に
過
ぎ

な
い
と
考
え
ら
れ
、
論
旨
に
支
障
を
来
す
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
大
津
追
分
絵
踊

り
に
「
愛
宕
詣
り
に
袖
を
ひ
か
れ
た
」
と
あ
る
（
『
松
の
落
葉
」
）
。

(11)
歌
舞
伎
舞
踊
「
藤
娘
」
に
関
し
て
は
古
井
戸
秀
夫
「
藤
娘
の
成
立
」
（
『
近
世
文
藝
」

五
一
、
一
九
九

O
）
を
主
に
参
照
。

(12)
長
谷
部
は
長
谷
川
の
も
じ
り
で
あ
る
。
雲
谷
派
、
長
谷
川
派
を
含
む
雪
舟
系
画
人
の

い
ず
れ
か
を
暗
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

(
1
3
)『
け
い
せ
い
反
魂
香
」
本
文
は
三
木
竹
二
•
水
口
薇
陽
篇
、
伊
原
青
々
園
補
助
『
改

訂
近
松
全
集
中
巻
」
（
東
京
堂
、
一
九
一
〇
）
よ
り
転
載
。

(14)
河
野
元
昭
「
応
挙
と
大
津
絵
」
（
『
國
華
」
―
二
六
七
、
二

oo-
）。

(15)
河
竹
繁
俊
『
近
松
門
左
衛
門
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
）
。

(16)
近
江
出
生
説
の
代
表
的
論
者
と
し
て
は
平
岡
定
海
氏
が
挙
げ
ら
れ
る
。

•
平
岡
定
海
『
東
大
寺
」
（
教
育
社
、
一
九
七
七
）
、
『
東
大
寺
辞
典
』
（
東
京
堂
、

一
九
八

o)

(17)
柳
宗
悦
は
こ
れ
を
「
吉
野
詣
」
と
い
う
独
立
し
た
「
お
や
ま
絵
」
で
あ
る
と
す
る
が
、

の
ち
の
研
究
の
多
く
は
こ
れ
を
「
藤
娘
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
「
花
」
が
何
で
あ

る
か
は
知
り
得
な
い
が
、
「
藤
娘
」
の
前
身
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
わ
れ
な
い
。

(18)
早
く
「
東
大
寺
戒
壇
院
厨
子
扉
絵
図
像
」
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
に
は
種
々
の
樹
木

に
垂
れ
る
藤
花
が
見
え
る
。
ま
た
応
挙
は
「
源
氏
四
季
図
」
六
曲
一
双
（
宮
内
庁
三

の
丸
尚
蔵
館
）
の
う
ち
春
景
に
藤
樹
と
松
樹
を
寄
り
添
う
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

(19)
斎
藤
煕
子
「
「
春
日
」
と
「
吉
野
」
」
（
『
和
洋
国
文
研
究
』
―
―
―
―
-
‘
一
九
八
八
）
。

(20)
千
野
香
織
氏
は
名
所
絵
の
舞
台
と
し
て
の
春
日
の
季
節
設
定
は
、
平
安
時
代
以
降
春

か
ら
秋
に
移
行
す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
既
に
平
安
時
代
に
は
両
者
に
強
い
結
び

つ
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
に
留
ま
る
。

•
千
野
香
織
「
春
日
野
の
名
所
絵
」
（
『
秋
山
光
和
博
士
古
稀
記
念
美
術
史
論
文

集
』
、
便
利
堂
、
一
九
九
一
）

(21)

―
つ
の
表
具
に
張
り
付
け
ら
れ
た
二
枚
の
本
紙
の
内
、
左
の
も
の
は
「
小
倉
山
し
ぐ

る
る
こ
ろ
の
朝
な
朝
な
昨
日
は
う
す
き
四
方
の
も
み
ぢ
葉
」
（
『
続
後
撰
集
」

四
一
八
）
と
読
め
る
。
も
う
一
方
の
歌
は
筆
者
未
解
読
°

(22)
長
澤
薩
雪
(
-
七
五
四
ー
九
九
）
な
ど
円
山
派
画
人
の
著
賛
も
多
く
手
が
け
た
本
居

宣
長
(
-
七
一

110|
―
八

0
1
)
は
自
ら
の
出
生
を
、
両
親
の
吉
野
水
分
神
社
参
詣

の
賜
物
と
し
て
自
ら
も
赴
い
て
い
る
。
「
大
和
国
吉
野
の
水
分
神
は
世
俗
に
子
守
明

神
と
申
し
て
（
中
略
）
我
は
然
て
生
ま
れ
つ
る
ぞ
か
し
」
（
『
管
笠
日
記
」
）
。

•
岡
本
聡
「
国
学
者
の
吉
野
紀
行
本
居
宣
長
『
菅
笠

H

記
」
」
（
『
国
文
学
」
七
一

（
八
）
、
二

0
0
六）

(23)
徳
力
富
吉
郎
「
大
津
絵
の
技
法
と
解
題
」
（
『
古
美
術
」
三
十
三
、
三
彩
社
、
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一
九
七
一
）
。

(24)
謡
曲
「
国
栖
」
は
横
道
萬
里
雄
・
表
章
校
註
「
謡
曲
集
下
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
」

四
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
）
を
参
照
し
た
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
奥
平
俊
六
氏
（
大
阪
大
学
）
、
馬
渕
美
帆
氏
（
神
戸
市
外

国
語
大
学
）
、
藪
本
公
三
氏
、
そ
し
て
東
大
寺
、
奈
良
国
立
博
物
館
か
ら
多
大
な
る
助
力
を

賜
り
ま
し
た
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
こ
に
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

上
嶋
悟
史
（
じ
ょ
う
し
ま
•
さ
と
し
）

二
0
一
六
神
戸
大
学
文
学
部
人
文
学
科
卒
業

現
在
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程

在
籍
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